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はじめに：愛知教育大学の学部および主事養成の概要

・愛知教育大学 教育学部学生定員８５９名

・社会教育主事養成課程；全学開講

・社会教育主事講習；愛知県・岐阜県・三重県・静岡県

　講習に合わせて４県教育委員会および愛知教育大学、岐
阜大学、三重大学、静岡大学の４大学によって東海地区社
会教育主事講習運営検討会を開催し調整している。

　（現在４年に１回のローテーションで実施。）

・オンライン活用は講習のみ。養成課程は感染拡大時期を
除き、原則的として対面授業。

幼児教育専攻

養護教育専攻

特別支援教育専攻

幼稚園教諭／保育士

義務教育専攻
学校教育科学専修
生活・総合専修
ＩＣＴ活用支援専修
日本語支援専修

【教科指導系】
国語専修
社会専修
算数・数学専修
理科専修

音楽専修
図画工作・美術専修
保健体育専修
ものづくり・技術専修

家庭専修
英語専修

小学校・中学校教諭

高等学校教育専攻
【教科学習開発系】
国語・書道専修　　地歴・公民専修　　数学専修　　理科専修　　英語専修

高等学校教諭

特別支援学校教諭

養護教諭

心理コース

教育ガバナンスコース

福祉コース

教育を支援する専門職の養成

教育支援専門職
養成課程

教員の養成 

学校教員
養成課程

幼児教育 30

義務－学校教育科学 30

義務－生活・総合 10

義務－ＩＣＴ活用支援 20

義務－日本語支援 23

義務－国語 60

義務－社会 71

義務－算数・数学 76

義務－理科 84

義務－音楽 30

義務－図画工作・美術 30

義務－保健体育 60

義務－ものづくり・技術 15

義務－家庭 30

義務－英語 16

高等－国語・書道 10

高等－地歴・公民 9

高等－数学 14

高等－理科 24

高等－英語 17

特別支援教育 30

養護教育 40

心理 50

福祉 20

教育ガバナンス 60

定員130名

定員729名



１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について

（１）教育課程

『履修の手引（R５入学生用）』抜粋参照

（２）社会教育主事養成課程修了・社会教育士取得者

2020 2021 2022
初等教育教員養成 1 2 11
中等教育教員養成 1 3 1
教育支援専門職 心理コース 0 5 0
教育支援専門職 福祉コース 0 1 0
教育支援専門職 教育ガバナンスコース 12 11 28

計 14 22 40
旧課程修了：教育ガバナンスコース 12

１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について

社会教育
主事講習
等規程第
11条によ
る科目・
単位数

大学における相当科
目・単位 学年 開講時期 担当 備考

社会教育
実習 
１単位

＊自由　社会教育実習Ⅰ　 
　定員；２０名 1,2 前期・集中 非常勤講師（豊田市青

少年センター元所長）
定員：20名 
会場；豊田市総合野外センター

＊自由　社会教育実習Ⅰ 
　実習日毎；２名 1,2

前期・集中 大村　惠 5/27午前事前指導、6/3-7/29の土日お
よび８月の平日。５日間の実習、９月事
後指導。会場；名古屋市緑児童館

＊自由　社会教育実習Ⅰ 
　実習日毎；５名 1,2

前期・集中 大村　惠 7/29午前事前指導、8/7-9/2の５日間
の実習、９月事後指導。 
会場；名古屋市白金児童館

＊自由　社会教育実習Ⅰ　 
　定員；２０名 1,2 後期・集中 非常勤講師（豊田市青

少年センター元所長）
定員：20名 
会場；豊田市総合野外センター

＊自由　社会教育実習Ⅰ 
　実習日毎；２名 1,2

後期・集中 大村　惠 10月事前指導、10/28-1/28の土日,５
日間の実習、２月事後指導。会場；名古
屋市緑児童館

＊自由　社会教育実習Ⅱ 1,2 後期・集中 大村　惠 11月、１2月の土日。こどものまち実行
委員会。会場；名古屋市白金児童館

＊自由　社会教育実習Ⅱ 
　定員；８名 1,2 後期・集中 大村　惠 11月の土日。こどものまち実施。 

会場；名古屋市前津児童館
＊自由　社会教育実習Ⅱ 1,2 後期・集中 中山弘之 竜神交流館
＊自由　社会教育実習Ⅱ 1,2 後期・集中 中山弘之 長久手市文化の家

2023年度開講授業（社会教育実習）



１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について
（３）授業の特徴①　社会教育実習I /II

〇大村担当　名古屋市立児童館にて実習

　社会教育実習I：日常業務に参加、プレイパーク、企画実施等 

　社会教育実習II：「こどものまち」実行委員会参加

　こども主体の活動の尊重と支援の方法と内容を学ぶ。

　こどもの観察、関係形成（対話と傾聴）、働きかけについて、実
習記録を作成して省察にとりくむ。

　テキスト：子ども・若者支援専門職養成研究所「子ども・若者支
援専門職養成ガイドブック －共通基礎－抜粋版」2022年３月
https://4afbf42c-c75f-4079-b483-9a5e1c532a1d.filesusr.com/ugd/
bf1f83_ec14b67448384f3d816ed0809227d96e.pdf

１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について

（３）授業の特徴①　社会教育実習I /II

〇中山担当

【豊田市竜神交流館】

・ふれあいまつりにおける子ども向けプログラムの企画・準備・実
施

・ふれあいまつりの運営サポート

・地域コミュニティ会議が実施した講演会のサポート

・交流館の日常業務のサポート

【長久手市文化の家】

・文化の家の事業のサポート（工作ワークショップ、コンサート、
演劇、出張コンサートなど）

・文化の家の通常業務のサポート（会議や打ち合わせへの参加、公
式SNSの文章作成など）



１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について

（３）授業の特徴①　社会教育実習I /II

〇非常勤講師担当（元豊田市青少年センター所長、現豊田市総合野
外センター職員）

【豊田市総合野外センター】

・内容：野外活動を体験し、キャンプなど自然体験活動の支援アク
ティビティを企画・実施し、その意義を検証する。

・豊田市における学校キャンプ（小学校５年生、中学校２年生）の
支援ができる力量の修得を目指す。


〇非常勤講師担当（NPO代表）

　長野県下伊那郡泰阜村においてグリーンウッド自然体験教育セン
ター主催「夏の信州こども山賊キャンプ」「冬の信州こども山賊
キャンプ」の学生スタッフとして参加（2020年度より休止）

https://www.greenwood.or.jp/sanzoku/

１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について

社会教育主事講習
等規程第11条に
よる科目・単位数

大学における相当科目・単
位 学年 開講時期 担当 備考

生涯学習概論 
４単位

＊自由　 社会教育の基礎Ⅰ 1,2 前期・集中 大村　惠
＊自由   社会教育の基礎Ⅱ 1,2 後期・集中 非常勤講師
　BS   　生涯学習概論 1 後期金５限 大村　惠 教育支援専門職

養成課程必修
生涯学習支援論 
４単位

＊自由　生涯学習支援論Ⅰ 2-4 前期・集中 中山弘之
＊自由　生涯学習支援論Ⅱ 後期・集中 中山弘之

社会教育経営論 
４単位

＊自由　社会教育経営論Ⅰ 2-4 前期・集中 非常勤講師
＊自由　社会教育経営論Ⅱ 後期・集中 非常勤講師

社会教育演習 
３単位（実習も
可）

＊自由　社会教育演習Ⅰ 3,4 前期・集中 非常勤講師
＊自由　社会教育演習Ⅰ 3,4 前期・集中 大村　惠
＊自由　社会教育演習Ⅱ 3,4 後期・集中 非常勤講師
＊自由　社会教育演習Ⅱ 3,4 後期・集中 中山弘之

社会教育特別講義
８単位

＊自由　社会教育特別講義
（多文化共生と社会教育） 2-4 後期・集中 非常勤講師

（NPO代表）

2023年度開講授業（社会教育実習以外）



１　社会教育主事（社会教育士）養成課程について

（４）授業の特徴②　社会教育の基礎I 

〇大村担当

・目標：社会教育、生涯学習、生涯教育などの基本概念を、実践に即し
て理解を深めることが第一のねらいである。そのために､社会教育施
設・事業を見学参加し、社会教育に関わる諸概念の具体的なイメージ形
成を目指す。

・2022年度の日程

6/25（土）事前学習

6/26（日）くらがいけプレーパーク①；NPOと豊田市の協働

　　　　　豊田市子ども図書室②；100名以上のボランティア

　　　　　高橋スポーツクラブ③；自立した地域総合スポーツクラブ

7/02（日）豊田市若林交流館④；河川の環境調査、重層的支援体制整備

7/09（土）名古屋市緑児童館⑤；子ども会議、子ども企画、中高生の居場所づくり

7/10（日）事後学習

　
（５）授業の特徴③　その他の授業について

〇非常勤講師担当（NPO代表）社会教育特別講義（多文化共生と社会教育）

　外国人学校生It’s Me Camp参加、ネパールの留学生との交流（調理と対話）

４　講習と養成課程の併用について

（１）教員の社会教育実践への参加が基盤となり、養成課
程（学生の学びの場）の質の向上をもたらし、その蓄積が
講習（現職者・実践者の学びの場）に反映される。

（２）講習参加者が地域の社会教育実践を展開し、養成課
程（学生の学びの場）の質の向上をもたらし、その蓄積が
講習（現職者・実践者の学びの場）に反映される。


（３）講習実施年の過重労働（教員、事務局）

社会教育実践 養成課程（学生の学びの場）

主事講習（現職者・実践者の学びの場）




